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　図工美術部会はこれまで長きにわたって、授業の情報交換や実践紹介を中心に据えて、校種を超えて共通する

課題に取り組んできた。基本的に各校一名の図工や美術の教師にとっては授業題材開発のヒントを共有し、生徒

作品を見ながら造形教育の本質を探ることができる貴重な場として機能している。そして、その中から抽出され

た課題を研究テーマに設定し数年ごとに取り組んできた経緯がある。

■平成5年プロジェクト研究発表

色の認識と発達

　～色彩に関する嗜好の調査～

■平成14年プロジェクト研究発表

「子供を中心とした教育」の実現に対する提案

　～子供の造形美術活動から見直す幼・小・高・養・大を通した教育課程のあり方～

■平成19年プロジェクト研究発表

　美術教育の可能性をひらく

　～「双方向性」を視軸とした学びの構造から～

　これらはいずれも附属教員同士が自分たちの授業題材研究やカリキュラム開発、そして明日の授業運営のスキ

ルアップのためという意味合いが濃い。校種の違いによる我々同士の気づきや新しい価値の発見が、個々の造形

教育の理念を深めていけた成果は大きかった。

　しかし、そもそも学芸大学とは何か、その存在意義とはなんなのか、いまさらと思えるような、しかし、最も

重要な課題が、逆にこれらの研究活動を通して浮かび上がってきた。将来、幼小中高それぞれの校種で活躍でき

る教師を学校現場に送る。こんな当たり前の社会的責務に対してその自覚が大学全体として乏しくはないのか、

何より現在の教員採用数の心もとない結果に対して、本気で手を打たなくてもよいのか。美術科においては卒業

作品制作とその発表を卒業時の中心課題としたことで教育学部を修了したことを認定される。ところが4月から

本人に立ちはだかるのはあまりに厳しい現実である。一人で作品制作に没頭する活動とは真逆の世界が立ちはだ

かる。一人、学校現場で1クラス40名の生徒をさばきながら何クラスもの毎日の授業をこなす。授業題材に魅力

がないと途端に初任者の授業などは崩壊する。学級経営と校務分掌、成績処理に追われる毎日。さらに、いじめ

や不登校といった現代的な課題に、新卒二年目にもなれば必ず直面する。モンスターと称されるような保護者に

対しての適切な対応も避けて通ることができない。まさに学校現場はサバイバルな戦場である。生き残りをかけ

た戦いの日々である。実際に志半ばで教職を去った仲間たちを私は何人も知っている。

　どうすれば学生たちが教職に希望を持ち、将来、美術教師という仕事に対して自信と誇りを持って臨むことが

できるのか、図工美術部会としてできることは何か、確かな効果を上げる方法はないのか、大学と共同して可能

な方策はあるのか、すべての部員が真剣に話し合いを重ねた。研究結果に本人同士だけが満足感を得て、あとは

研究紀要に記録が残りいつしか忘れていく。そんなそこで終了してしまうのではない、明日すぐに役立つ、使え

図工・美術科における大学と附属学校の連携による教員養成の実践研究

―　教育実習の成果をビジュアルレポートで展示発表する　―
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る研究を目指したいと考えた。

　部会での話し合いの中で、教育実習の成果を以下のような趣旨のもと、視覚的に感覚で伝えるビジュアルレ

ポートを作成し、大学美術棟のエントランスにポスター形式で発表させる。そんな方法なら十分今年度から可能

だろう、そして、多様で即効的な効果を上げることができるのではないか、という意見がまとまってきた。

　（1） 教育実習の準備段階から始まり、実習中での自分自身や仲間との研究や実践の記録を残し、貴重な現場体

験を心に刻む。そして、次年度に控える応用実習に向けて、実践経験から得たことを生かすためしっかり

と準備を進める。教員として世に出ることへのモチベーションを卒業まで維持し、教職試験に臨むための

素地を作る。

　（2） 同じ学校に出向いて力を合わせて実習に取り組んだ者同士の共感や連帯を深め、実習後も双方向のつなが

りで研究を続けていく。また、他校へ行った学生の授業実践や現場体験を互いに共有することで、共有財

産を増やしていく。

　（3） 後に続く後輩達が、教育実習のとはなんなのかを、興味を持ちながら展示作品を鑑賞しながら感覚的に理

解し、3年時の初めての実習に対して、自覚を持たせていく。そのためにも、ただ発表するためだけに留

まらず、貴重な財産は製本化し、実習資料集として蓄積し、いつでも閲覧可能にする。

（1） 教育実習を実施する第一週目でビジュアルレポートの趣旨を学生に理解してもらい、以下の様に制作手順を

伝える。

　①実習の事前準備、実習期間中、事後のまとめについて実習日誌を中心にしっかり記録に残す。

　　（ 実習中の様々な場面での自分の感じたこと、考えたこと、実行したことを特に具体的に記録しておく。イ

ラストなども残しておくとよい。）

　② 実習終了時、期間中で自分が最も心に残った事柄、場面をいくつか項目を挙げて、掲示される壁新聞のイ

メージで、紙面のラフなレイアウトをつくってみる。

　③自分が最も伝えたい内容を中心のコンテンツに置いて、以下の書式に沿って作成する。

　　　　　　　  A3横置き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・横書き、縦書き、タイトル文字や見出し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レイアウトなどは自由。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・後に PDF として解読できるように。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（禁じ手：半立体、ポップアップなどの仕掛けがあるもの）

　④レポートの項目立て（コンテンツ設定）

　 　ドキュメントは手描き、ワープロどちらも可。写真やイラストなど、ビジュアル面で感覚的に伝えることも

大切にすること。どうデザインするかは自分次第で美術科の腕の見せ所となる。
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　⑤その他、留意点など

　　　・実習前と実習後、自分の意識や考え方がどう変わったか ?

　　　・失敗談や思い通りにいかなかったことなど、現場のリアリティーを大切にする。

　　　・子供の正面からの写真、名前がわかるものを入れない。

　　　・はっきりと記名する。

　⑥発表の方法

　　ⅰ完成したレポートを附属学校教員に PDF データで提出する（実習終了日から二週間後までに）

　　ⅱ附属学校教員から発表に問題がないかチェックを受けた後、石井壽郎先生（大学担当教員）に直ちに送る。

　　ⅲ委員の学生を中心に大学美術科教官の指導のもと、美術棟1F 壁面に展示する。　

　　ⅳ展示期間（予定：11月中旬　～　次年度当初）

この研究によって・・・

　教員養成が本大学の使命の中心にあることを美術科全体、さらに他教科へアピールし、それに関わる全ての教

職員の自覚を促し、大切な学生たちを、立派な教員の卵として社会へ送り出すことへの責任や誇りにつながるこ

とを願って、今後も研究を継続し深化させていく次第である。

　コンテンツの例

題材研究や題材開発の工夫　　　　授業運営　　　　生徒指導　　

実習期間中の生活　　　美術科のねらい　　大学での自身の研究とのからみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

①　　類 氏名

②大学での研究室

③実習先学校名

― 38 ―



― 39 ―



 

6

3
  

 

 

 

  

 

 
  

 

 

 

 

 

 

U
P

C
 

 
 

C 
  

 
 

  

 
 

 

 
 

 

3
 

 
 

 
 

 

 
 

 

3
 

 
 

― 40 ―



― 41 ―



 

― 42 ―



― 43 ―



― 44 ―



― 45 ―



― 46 ―



― 47 ―



ST 1 

ST 2 

M T 

ST 3 

 
 

 

 

 

― 48 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 450
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


